第5回　大阪府河川整備委員会　意見交換
【日　時】　平成２２年２月１５日（月）10:00～12:30

【場　所】　WTC52F会議室
【出　席】　池淵委員長、井野瀬委員、佐橋委員、中川委員、久委員、弘本委員、堀委員、前迫委員
　　　　　　橋下知事　他
【概　要】
《委員からの意見》
· 大阪府はこれまで時間雨量50ミリを最低限の府民サービスとして実施してきており、これが公平であった。中長期的には高い目標を掲げているが、現実とのギャップをどうするかが問題である。

· 将来目標に向かって段階、重点、選択をキーワードに進めていった結果、大阪府は50ﾐﾘの進捗が高くなったが、今後は評価基準を高めるべきであると考える。

· 人の命の守り方をどうするか、そのためには情報提供、周知をどうするかといった説明責任が重要。そのためには「みえる化」をするのが重要。
· 公平性とは何か、府民が納得させる説明が必要である。
· 推進と支援をどう組み合わせていくかが課題になる。これまでのハード対策は府が推進してきたものである。今後は府が情報提供や防災組織づくり等の支援をどこまでできるかということになる。

· 住民に限界を示して受忍してもらうには議論することが重要であり、きめ細やかな対応が必要である。土木事務所の地域支援課をうまく使っていくべき。
· 1/100がわかりやすい指標であったが、それを見直しソフト対策を入れていく時期に来ている。当時と現在とで何が変わったのかというと、命の守り方、水の使い方などが変わってきた。前提が変わってきたので、新しい守り方をする時期に入ってきた。守り方がどう変わるのか、具体的に府民にアピールする必要がある。
· 自然と人間が共生するような川づくりが必要。住んでいる人にとっては、今ある自然の価値はなかなか理解されない。自然を守る指標が命を守ることと同じくらい重要。
· 府民が選択できるようにする必要がある。情報がないため選択できない状況にある。教育も含め、新しい選択ができるようにしていく必要がある。
· 地方自治ということであれば、流域のことは流域市町村に任すなど、河川の視点を超えた総合判断をお願いしたい。
· 目標を達するまでにも災害は起こる。どういうソフトがあるか議論すべき。リスク評価を住民にわかりやすく説明することが大切。具体的なソフト対策を検討した上で、治水レベルの見直しを行うべき。
· 100年後に同じレベルに達成しても、達成時期が変わるなら不公平。速やかに行える最低レベルの共通項を設定することが良い施策ではないか。
· 総合的な治水を考える上でも、下水道部局や農林部局などとの協力も必要であり、部局を超えた横断的柔軟性を確保して欲しい。
《知事》
· 「実現可能性」というものを評価軸に加え計画を検討すべきと考えている。
· 中長期目標として、1/100（時間雨量80ﾐﾘ）を置いておくか、今後、検討していただきたい。
· 私は府民の命を守るということだけ守れば公平と認識。

· 100年先の公平性より、10年20年先の段階の公平を追求していく。
· 対応できない事態、リスク評価もした上で、住民合意形成を図ってソフト対策を行っていくということで、方向転換していきたい。
· 4月からその方向性で、河川整備のあるべき姿を追求していただきたい。
※　本メモは情報提供のためのもので速報性を重視し、正確性を欠いている可能性がありますのでご了承ください。
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